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※駐車場は境内以外にもございます。案内係の誘導に従ってください。 

吹き流しについて 

お斎について 

ご寄付により、法要をお知らせする吹き流しのポールを境内に竣工

しました。吹き流しは、本堂周りの「五色幕」や「仏旗」と同様に、 

各色〔五色と玻璃色（五色の映りによって表す透明な色彩）〕によって六金色の光明、仏陀の体や智慧を表しています。 

 

会場：庫裡 / 時間：１０時３０分～１３時００分 

桑
名
別
院  

 報
恩
講 

如
来
大
悲
の
恩
徳
は 

身
を
粉
に
し
て
も
報
ず
べ
し 

師
主
知
識
の
恩
徳
も 

ほ
ね
を
く
だ
き
て
も
謝
す
べ
し 

（
親
鸞
聖
人
『
正
像
末
和
讃
』） 

桑名別院 本統寺

ご
案
内 

「お斎 (おとき)」とは元々、一日一食とされた元来仏教の出家

者が午前に一度のみいただく食事のことをいいます。現在では各

寺院・御門徒宅での仏事の際に共に食事をする中で、人と人のつ

ながりや信仰を確かめ合う場として引き継がれてきました。 

このたび、感染対策を講じながら執り行いますので、従来のお

膳での提供ではなく、味御飯を主としたお弁当形式とさせていた

だきます。また、お味噌汁（桑名別院報恩講伝統の味付け）もご

用意いたしますので、是非ともお召し上がりください。 

※「お斎券」をお持ちの上、庫裡までお越しください。 

 

「お斎券」について 
報恩講懇志(1,000 円以上)への 

御礼として「お斎券」を 

お渡しさせて頂いております。 

桑名別院、お手次の寺院、もしくは 

当日受付にて志をお納めください。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 緑 頭髪 定根（じょうこん） 心乱れず力強く生き抜く状態 

 黄 身体 金剛（こんごう） 豊かな姿で確固とした揺るぎない性質 

 赤 血液 精進（しょうじん） 大いなる慈悲の心で人々を救済しようと止まない働き 

 白 仏歯 清浄（しょうじょう） 清純なお心で諸々の悪業や煩悩の苦しみを清める説法 

 紫 袈裟 忍辱（にんにく） あらゆる侮辱や迫害、誘惑に耐えて怒らない様子 

     玻璃 輝き 光明（こうみょう） 全日本仏教会 HP より 

 

境内案内図 

 

桑名別院 

 



 中
晨
朝   

  

引
き
続
き 

法
話 

片
山 

寛
隆
（
別
院
責
任
役
員
） 

 

中
日
中(

楽) 

      

法 

話 

田
代 

俊
孝
（
員
弁
組 

行
順
寺 

住
職
） 

    

結
願
逮
夜
（
楽
）
大
谷
浩
之
鍵
役
御
参
修 

 
            

 
 

 
 
 

  

法 

話 

田
代 

俊
孝
（
員
弁
組 

行
順
寺 

住
職
） 

   

結
願
晨
朝 

 

  

引
き
続
き 

法
話 

長
澤 

隆
司
（
別
院
輪
番
） 

帰
敬
式 

（
受
付
午
前
８
時
よ
り
） 

      

法 

話 

池
田 

勇
諦
（
桑
名
組 

西
恩
寺
前
住
職
） 

   

結
願
日
中
（
楽
）
大
谷
浩
之
鍵
役
御
参
修 

    

音
楽
法
要
（
三
重
教
区
合
唱
団
「
ひ
か
り
」
） 

 

         

法 

話 

尾
畑 

潤
子 

(

員
弁
組 

泉
稱
寺 

衆
徒)  

 

初
逮
夜   

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

法 

話 

尾
畑 

潤
子 

(

員
弁
組 

泉
稱
寺 

衆
徒)  

 

初
夜
勤
行   

正
信
偈 

草
四
句
目
下 

同
朋
奉
讃
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

引
き
続
き 

 
 

 

御
伝
鈔 

上
巻 

 

拝
読
者 

長
澤 

隆
司 

(

輪
番) 

  

 

12

月   
 

日 

正 

信 

偈 

草
四
句
目
下 

 

（
同
朋
唱
和
） 

 
 

念 

仏 

讃 
 

淘
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

和 
 
 

讃 

弥
陀
成
仏
ノ
コ
ノ
カ
タ
ハ 

次
第
六
首 

回 
 
 

向 

願
以
此
功
徳 

御 
 
 

文 

毎
年
不
闕 

(

三
帖
目
第
十
一
通) 

 

伽 
 

陀 

稽
首
天
人 

 
 

 
 

  

附
物 

 
 

登 

高 

座 

式
嘆
徳
文 

伽 
 

陀 

若
非
釈
迦 

 
 

 
 

  

附
物 

 
 

 
 

 

世
尊
説
法 

 
 

  
 

  

附
物 

 
 

 
 

 
 

身
心
毛
孔 

  
 

 
 

  

附
物 

 
 

 
 

 
 

直
入
弥
陀 

 
 
  

 
  

附
物 

 
 

下 

高 

座 

文 

類 

偈 
 

草
四
句
目
下 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
   

念 

仏 

讃 

淘
八 

 

三
重
念
仏 

  

附
物 

  

和 
 
 

讃 
 

生
死
ノ
苦
海
ホ
ト
リ
ナ
シ 

次
第
四
首  
 

回 
 
 

向 

願
以
此
功
徳 

 
 

  
 

附
物 

 

正 

信 

偈 
 

句
切 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

念 

仏 

讃 

淘
八 

三
重
念
仏 

 
 

  

附
物 

 
 

和 
 
 

讃 
 

五
十
六
億
七
千
万 

次
第
六
首 

 

五 

遍 

反 

回 
 
 

向 
 

世
尊
我
一
心 

 
 

  
 

附
物 

御 

俗 

姓 

 

門
首
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
本
山
御
影
堂
の

親
鸞
聖
人
御
真
影
を
安
置
す
る
お
厨
子
の
御
鑰

（
か
ぎ
）
の
管
理
に
あ
た
る
方
が
「
鍵
役
」
で
す
。

鍵
役
に
法
要
に
御
出
仕
い
た
だ
く
こ
と
を
「
御
参

修
」
と
い
い
ま
す
。 

桑
名
別
院
報
恩
講
で
は
、
毎
年
、
２２
日
の
結
願

逮
夜
と
２３
日
の
結
願
日
中 

(

御
満
座)

に
御
参
修
い 

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

本
年
は
、
大
谷
浩
之 

鍵
役
（
信
悟
院
殿
）
に 

御
参
修
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

登
高
座
は
、
そ
の
法
要
の
導
師
が
、
尊
前
に
お

い
て
法
要
の
趣
旨
・
願
い
（
表
白
）
を
述
べ
る
も

の
で
、
報
恩
講
に
お
い
て
は
『
報
恩
講
私
記
』『
歎

徳
文
』
の
拝
読
の
た
め
に
行
う
作
法
で
す
。
導
師

は
、
楽
あ
る
い
は
伽
陀
で
登
壇
し
、
焼
香
、
三
礼

（
三
帰
依
）
の
の
ち
に
拝
読
を
始
め
ま
す
。 

拝
読
後
は
楽
に
よ
っ
て
復
座
し
ま
す
。 

登 

高 

座 

 

本
山
鍵
役
御
参
修 

 

浄
土
を
表
現
す
る
荘
厳
の
一
つ

に
雅
楽
が
あ
り
ま
す
。
如
来
か
ら

我
々
に
か
け
ら
れ
る
願
い
の
響
き

を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

桑
名
別
院
報
恩
講
で
は
三
重
教

区
を
中
心
と
す
る
楽
僧
に
よ
っ
て

法
要
式
中
の
所
作
や
声
明
旋
律
に

合
わ
せ
て
奏
で
ら
れ
ま
す
。 

雅
楽
（
附
楽
） 

 毎
年
寺
院
の
報
恩
講
で
は
、
四
幅
（
ま

た
は
二
幅
）
の
『
御
絵
伝
』
が
本
堂
の
内

陣
余
間
に
掛
け
ら
れ
、『
御
伝
鈔
』
が
拝

読
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

桑
名
別
院
報
恩
講
で
は
御
伝
鈔
を
２０

日
の
逮
夜
後
に
上
巻
が
、
翌
２１
日
の
逮

夜
後
に
下
巻
が
拝
読
さ
れ
ま
す
。 

『
御
伝
鈔
』
は
正
式
に
は
『
本
願
寺
聖
人
伝
絵
』
と

い
い
、
本
願
寺
第
三
代
の
覚
如
上
人
が
撰
述
さ
れ
た
絵

巻
物
で
す
。
こ
れ
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
伝
記
と
し
て
、

最
初
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

三
重
教
区
の
教
学
の
振
興
と
教
化
の
推
進
を
図
る

た
め
「
三
重
真
宗
教
学
学
会
」
と
共
催
し
、
二
〇
一
七

年
よ
り
毎
年
報
恩
講
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
真
宗
学
の
専
門
で
あ
る
藤
嶽
明
信
先
生
よ
り
「
心

を
弘
誓
の
仏
地
に
樹
て
、
念
を
難
思
の
法
海
に
流
す
。」

と
題
し
、
御
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
 

報
恩
講
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
祥
月
命
日
を
縁
と
し

て
勤
ま
る
法
要
で
す
。
真
宗
門
徒
に
と
っ
て
は
一
年
で
も

っ
と
も
大
切
で
中
心
と
な
る
仏
事
と
し
て
勤
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。 

 

報
恩
講
は
親
鸞
聖
人
滅
後
、
門
弟
た
ち
が
親
鸞
聖
人
の

御
命
日
に
お
勤
め
を
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
宗
祖
三

十
三
回
忌
の
際
に
は
、
本
願
寺
第
三
代
覚
如
上
人
が
『
報

恩
講
私
記
』（
式
文
）
を
お
作
り
に
な
っ
て
法
要
の
次
第
を

調
え
ら
れ
、
後
に
覚
如
上
人
の
子
・
存
覚
上
人
が
『
歎
徳

文
』
を
お
作
り
に
な
っ
て
法
要
の
次
第
に
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
第
八
代
蓮
如
上
人
の
頃
に
は
各
地
の
寺
院
・

道
場
で
も
広
く
勤
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

思
え
ば
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
に
は
親
の
恩
や

師
の
恩
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
恩
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
報
恩
講
の
恩
と
は
、
な
に
よ
り

親
鸞
聖
人
が
い
た
だ
か
れ
た
念
仏
の
教
え
に
遇
い
、
自
ら

が
生
き
る
依
り
処
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
ご
恩
の
こ
と
で

す
。
そ
の
ご
恩
に
報
謝
し
、
い
よ
い
よ
親
鸞
聖
人
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
真
実
の
み
教
え 

を
聞
信
し
、
共
に
念
仏
申
す 

身
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
誓 

う
こ
と
が
報
恩
講
を
勤
め
る 

大
切
な
意
味
な
の
で
す
。 

御
伝
鈔
拝
読 

 

親
鸞
聖
人
讃
仰
講
演
会 

 

報

恩

講 

 

報
恩
講
初
逮
夜
に
先
立
ち
、

報
恩
講
を
お
迎
え
す
る
慶
び
と

宗
祖
の
恩
徳
を
仰
ぎ
「
音
楽
法

要
」
を
お
勤
め
し
ま
す
。 

こ
の
音
楽
法
要
は
、
本
山
で

の
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回

御
遠
忌
を
縁
と
し
て
制
作
さ
れ

た
新
実
徳
英
氏
の
音
楽
法
要
曲

を
用
い
ま
す
。
こ
の
法
要
曲
は
、

同
朋
唱
和
に
よ
り
、
僧
侶
・
門
徒

が
共
に
唱
和
で
き
る
よ
う
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
ご
一
緒
に
ご
唱
和
く

だ
さ
い
。 

正 

信 

偈 

真
四
句
目
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

念 

仏 

讃  

淘
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
   

 
 

 
 

 
 

和 
  

讃 

弥
陀
成
仏
ノ
コ
ノ
カ
タ
ハ 

次
第
六
首 

五 

遍 

反 

回 
  

向 

我
説
彼
尊
功
徳
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御 
  

文 

大
坂
建
立  

(

四
帖
目
第
十
五
通) 

 

初
晨
朝   

 

  

引
き
続
き 

法
話 

員
辨 

暁
（
別
院
責
任
役
員
） 

初
日
中   

 

  

法  

話 

田
代 

俊
孝
（
員
弁
組 

行
順
寺 

住
職
） 

中
逮
夜(

楽) 
 

   
親
鸞
聖
人
讃
仰
講
演
会 

講
題
「
心
を
弘
誓
の
仏
地
に
樹
て
、 

念
を
難
思
の
法
海
に
流
す
。」 

講
師 
藤
嶽 

明
信
（
大
谷
大
学
名
誉
教
授
） 

      

初
夜
勤
行  

 

正
信
偈 

草
四
句
目
下 

同
朋
奉
讃
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

引
き
続
き 

  

御
伝
鈔 

下
巻 

拝
読
者 

鈴
木 

勘
吾 

(

教
区
准
堂
衆)  

  

正 

信 

偈 
 

草
四
句
目
下 

（
同
朋
唱
和
） 

 

念 

仏 

讃 

淘
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

和 
  

讃 

弥
陀
成
仏
ノ
コ
ノ
カ
タ
ハ 

次
第
六
首 

回 
  

向 

願
以
此
功
徳 

御   

文 

三
ヶ
条 

 
(

四
帖
目
第
六
通) 

 

文 

類 

偈 

真
四
句
目
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

念 

仏 

讃 

淘
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

和 
  

讃 

光
明
月
日
ニ
勝
過
シ
テ 

次
第
六
首 

五 

遍 

反 

回 
  

向 

願
以
此
功
徳 

 

正 

信 

偈  

真
四
句
目
下 

 

念 

仏 

讃 

淘
八 

三
重
念
仏 

 
 

附
物 

 
  

 
 

和 
 
 

讃 

十
方
微
塵
世
界
ノ 

次
第
五
首 

 
 

 
 

 

弥
陀
ノ
名
号
ト
ナ
ヘ
ツ
ゝ 

六
首
目 

五 

遍 

反 

回 
  

向 

世
尊
我
一
心 

 
 

 
 

附
物 

御 
  

文 

中
古
已
来 

(

四
帖
目
第
五
通) 

 

三
重
教
区
三
講
組 

敬
善
寺
衆
徒 

大
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
（
真
宗
学
）
満
期

退
学
。
大
谷
大
学
教
授
。
大
谷
大
学
名
誉
教

授
。
現
在
、
三
重
教
学
研
究
室
長
。 

【
著
書
】『
本
願
念
仏
の
開
顕―

『
選
択
本
願

念
仏
集
』
講
讃―

』『
蓮
如
上
人―

親
鸞
聖
人

の
教
え
に
生
き
た
人―

』（
共
著
）『
ブ
ッ
ダ
と

親
鸞―

教
え
に
生
き
る―

』（
共
著
）（
い
ず
れ

も
東
本
願
寺
出
版
） 

  

伽 
 

陀 

稽
首
天
人 

 
 

 
 

  

附
物 

 
 

登 

高 

座 

式
嘆
徳
文 

伽 
 

陀 

若
非
釈
迦 

 
 

 
 

  

附
物 

 
 

 
 

 
 

世
尊
説
法 

 
 

 
 

  

附
物 

 
 

 
 

 
 

身
心
毛
孔 

 
 

 
 

  

附
物 

 

下 

高 

座 
 

 
 

 

直
入
弥
陀  

 
 

 
 

 

附
物 

 
 

文 

類 

偈  

草
四
句
目
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

念 

仏 

讃 

淘
八 

 

三
重
念
仏 

 
 

附
物 

  

和 
 

讃 

三
朝
浄
土
ノ
大
師
等 

次
第
三
首 

 
 

 

回 
 

向 

願
以
此
功
徳 

 
 

  
 

附
物 

 

正 

信 

偈 

真
読 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

念 

仏 

讃 

淘
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

和 
 

讃 

南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
回
向
ノ 

次
第
六
首 

 
  

五 

遍 

反 

回 
 

向 

我
説
彼
尊
功
徳
事 

 
 

 
 

 
 

        

御 
 

文 

鸞
聖
人 

 
(

三
帖
目
第
九
通) 

 

帰
敬
式
は
、「
お
か
み
そ
り
」
と
し
て

親
し
ま
れ
、
お
釈
迦
様
の
教
え
を
依
り

ど
こ
ろ
と
し
て
人
生
を
歩
ん
で
い
く

真
宗
門
徒
と
し
て
の
大
切
な
儀
式
で

す
。 お

か
み
そ
り
を
受
け
て
、
仏
・
法
・

僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
を
誓
い
、

仏
弟
子
と
し
て
の
名
告
り
で
あ
る
「
法

名
」
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

東
海
同
朋
大
学
（
現
・
同
朋
大
学
）
仏
教
学
部
卒
業
。 

大
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。 

元
同
朋
大
学
学
長
。
同
朋
大
学
名
誉
教
授
。 

 

大
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
客
員
研
究
員
、 

同
朋
大
学
院
文
学
研
究
科
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
代
表
。 

仁
愛
大
学
学
長
。
同
朋
大
学
名
誉
教
授
。 

三
重
真
宗
教
学
学
会
会
長
。 

 

15:00       13:30               11:20                         10:00              7:00 

 

 

 

13:00             10:30                           9:00              7:00 

 

 

 

15:30     14:40             13:30     11:20                                        10:30 

 

 

 

 

16:10                               14:45           13:30  11:10      10:00            7:00 

 

 

 

 

 

12

月   
 

日 

12

月   
 

日 

12

月   
 

日 


